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１．はじめに
　高等学校理科の学習指導要領では，『日常生活や社会と
の関連を図りながら物質とその変化への関心を高め，目
的意識をもって観察，実験などを行い，化学的に探究す
る能力と態度を育てるとともに，化学の基本的な概念や
原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。』と
いったことが化学基礎の目標として挙げられている（文
部科学省，２００９）。その目標を達成するためには，板書
型の講義と実験による実践形式の講義をバランスよく取
り入れることで，偏りがないようにして進めていくこと
が重要であると考える。
　しかしながら，高等学校における理科の学習において
は，実験を行うことは少なく，大半は板書型の講義形式
をとっている。今回取り扱った「炎色反応」についても，教
科書の内容を触れるだけで実際に実験をすることが無い
学校も存在すると考えられる。そこで，本実践において
は中学２年を対象学年とし，本来高校化学，化学基礎で
学習する「炎色反応」の内容について，実験を通して体
験的に理解を深めることができるような授業内容と方法
を検討した。
　本編では，初めに，授業実践の内容について紹介し，
次に，授業前後に実施した授業アンケート結果から読み
取れた内容についての報告を行う。
２．教材及び指導方法の工夫
　授業前の準備として，予備実験を何度も行うことで具
体的な実験方法の決定を行った。
　その結果，今回はゴム栓に綿棒を刺し，その綿棒に物
質をエタノールに溶かしたものをつけて燃焼することで
炎色反応をみるという，実験方法を採用した。
　この方法の良い点として，ガスバーナー等の器具を使
う必要がないので比較的安全に実験を行うことができる
ということと，１つ１つの物質に対する実験・観察時間
を短縮できるので，より多くの物質について観察するこ
とができるという点が挙げられる。
　今回の実践では，中学生に対して，より多くの物質に
対する発色を見せることでこの単元，理科に対する興味・
関心を引き付けることにつながると考えたため，より多
くの発色を観察できるように物質の選択を行い，塩化ナ
トリウム（A），硫酸銅（Ⅱ）五水和物（B），塩化リチウ
ム（C），塩化カリウム（D），塩化カルシウム（E），塩
化バリウム二水和物（F），塩化ストロンチウム六水和物
（G），ホウ酸（H）を使用することに決めた。
３．授業実践について
　本授業は，２０１８年１１月６日，鳴門教育大学附属中学
校第二学年の総合的な学習の時間で設定された課題探究
学習の２時間を用いて行った。受講した生徒数は１４名で
あった。
○導入
　初めに，生徒に対して炎色反応とはどのようなものか
について教科書レベルでの説明を行い，炎色反応につい
ての興味関心をもたせた。その後，実験を行う旨を説明
し，実験方法についての説明を行った。
○実験
　実験はゴム栓に綿棒を刺し，その綿棒の先端に物質を
メタノールに溶かした溶液を少量染み込ませて，多目的
ライター（ガスマッチ）で点火，燃焼することで炎色反
応をみるという方法で行った。（図１）
　生徒には，火やメタノールを使用するので安全眼鏡を
つけさせた。また，綿棒が燃え出すと喉に違和感を覚え
る場合があるため，火の色が確認できたらすぐに火を消
すように指示として注意を行った。
　実験が終わった班から実験結果をまとめ，黒板に貼り，
全員で全班の実験結果が共有できるようにし，その後，
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色の確認を全員で行い，各班でまとめた形式の用紙と同
じ用紙を用いて結果をまとめた。（図２）
○講義
　授業後半では粟田による「炎色反応と黒体放射」等に
ついての簡単な理論の説明を行い，足りない説明の部分
を補完した。
４．実践授業の検討
　授業の前後で炎色反応について生徒の理解度を確認し，
理科に対する意識についてアンケートをとって（回答者
１４名），それらの結果を基に本授業の成果について考察
を行った。なお，生徒に配布したアンケート用紙を図３，
図４に示す。
　本実践授業は，選択授業ということもあり，理科を選
好した生徒が集まっている。実際に，「理科が好きかどう
か」というアンケートに対しては肯定的な結果が得られ
た（図５）。また，「興味のあるもの，こと，分野」に対
する回答では大半が物理，化学で生物，地学に関するも
のが残りを占めるといったような回答結果であった。
　授業前の段階での「炎色反応を知っているか」という
質問に対しては，約６割が「知っている」という回答を
し，その中の約２割は炎色反応がおよそどのようなもの
かについても答えられていた（図６）。そのような状況に
おいて授業を行った後，「炎色反応についてわかったか」
という質問に対しては約８割が肯定的な回答をした（図
図１　実験の様子
図２　実験結果のまとめ
図３　授業前アンケート
図４　授業後アンケート
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７）。また，実験で使用したどの物質が何色の炎を呈する
のかという問題を数問出し，その正答率は約９割であっ
た。このことも踏まえると，生徒の８割が炎色反応への
理解に肯定的に回答したという上記のアンケート結果に
ついても納得がいくと考えられる。
　また，「今回の実験について楽しかったか」について質
問すると，全員から「楽しかった」という回答を得るこ
とができた（図８）。今回のような実験で実際に炎の色を
見るなどして生徒自身の目で現象を確認することができ
るのは，生徒の興味・関心を引き付けることもでき，ま
た，知識の定着といった部分においても大きな意味をも
つことになるのではないかと考えられる。
　学校の授業においては，教科書の内容を確実に定着さ
せることが，第一にしなければならないことである。た
だ，教科書に書いてあること以上の内容にも興味・関心
を抱かせられる題材が，理科には多く存在すると考えら
れる。実際，「教科書以上のことについて知りたいか」と
いう質問についても約９割が肯定的な回答を示した（図
９）。このような結果からも，時間的な余裕があれば，積
極的に教科書以上のことを教えてもいいのではないかと
考えられる。今回は炎色反応に加え，炎色反応が「花火」
に使われていることなどを紹介した。それにより，身近
なところでいかに理科の内容が使われているのかという
理科と日常生活との関わりについても生徒に考えてもら
うことができたと考えられる。また，これによって理科
に対する興味・関心が高まった生徒もいたのではないか
と考えられる。
５．おわりに
　様々な物質を燃やして，炎の色を確認することで，炎
色反応についての理解を深める２時間（１００分）の授業
実践を行った。授業では，生徒が集中して炎の色を観察
する様子が確認された。しかし，炎の色の見え方に個人
差があり，色を確認する場面において課題が見られた。
　この課題に対しては，アプリ等を利用することによっ
理科が好きですか。
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図５　理科が好きかどうか（n＝１４）
炎色反応という言葉を知っていますか。
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図６　炎色反応を知っているか（n＝１４）
炎色反応がどのような反応かに
ついて分かりましたか。
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図７　炎色反応について分かったか（n＝１４）
実験は楽しかったですか。
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図８　実験は楽しかったか（n＝１４）
教科書に載っていること以上のことが知りたいですか。
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図９　教科書以上のことを知りたいか（n＝１４）
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て色を数値化し，全員で色の見え方を規格化することも
必要になると考えられる。色覚異常などの児童・生徒が
いる場合の配慮としても有効活用することができるので
はないかと考えられる。理科離れがいわれている世の中
で，いかにして理科に対しての興味・関心を引きつける
かといった問題は，教育現場において重要な問題である。
児童・生徒が理科の楽しさに気付くことができるような
授業づくり，教材作りを進めていき，興味・関心を高め
られるようにしていきたい。
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